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誇りがもてる美しい都市久留米 
〈快適環境・未来都市〉 

第１節　四季が見えるまちに 

第２節　快適がデザインされたまちに 

第３節　清潔感あふれるまちに 

第４節　外で活動したくなるまちに 
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基本的な方向

九州一の大河・筑後川に育まれ、筑後平野の中央に位置する久留米市は、豊かな水と緑の恵みに

抱かれた都市です。多様で豊かな自然「水」と「緑」は久留米市の都市個性そのものですが、１市４町

の合併により高まった豊かな自然の広がりを、より魅力ある都市個性として確立することが求めら

れています。

一方、経済効率性や利便性を重視したこれまでの都市づくりは、都市の画一性をもたらし、そこ

で営まれる社会経済活動は、かけがえのない自然環境に大きな負荷を与えてきました。

都市づくりの視点を、量の充足、経済効率性の追求から質の充足、美の追求に転換し、世代を受

け継ぎながら、歴史の中で醸成されていく“誇りがもてる美しい都市”を目指し、戦略的に取り組

みます。

目指し

誇りがもてる美しい都市は、世代を受け継ぎ、

ひとつひとつ積み重ねながらつくっていくものです。

また、一人ひとりが「水と緑」、かけがえのない自然を

大切にする意識や行動から創りだされるものです。

実現に向けて着実に歩みを続けます。
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展望と課題

主要な取組視点

四季が見えるまちに1
第

1 1

2

1

1

1

1

2

2

3

4

節
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施策推進のための主な事業

…主に前期５ヵ年で取り組む事業です。

1 2

公共施設から民有地緑化の推進まで、「緑」に関する

総合的な施策や市民との協働の仕組みづくりを明らか

にするため、都市計画の区域変更にあわせて、市域全

体の緑の基本計画を平成25年度までに策定します。

久留米市の基本理念である「水と緑」を都市空間にお

いても実感できるように、市内32路線を対象に緑のシ

ンボルとなる街路樹の統一的な維持管理を行うととも

に、計画的な植栽に努めます。

久留米市中心部の顔である「池町川」に着目し、その

両岸歩道を緑のシンボルとなる緑化拠点と位置付け、

平成21年度までに池町川起点から国道209号までの計

画的な緑道整備を行います。

「みどりの里づくり」構想では、エリア内を①緑の情

報受発信ゾーン、②緑の産業振興ゾーン、③歴史・文

化ゾーン、④伝統的町並みゾーン、⑤つつじ・つばき

ゾーン、⑥四季の森ゾーンの各ゾーンに分け、里づく

りを推進するものとしていますが、この「つつじ・つ

ばきゾーン」において

の三つの基本方針に基づく「つつじ・つばきの里づく

り事業」を行います。

平成20年3月を目標に「久留米つつじ・つばき園」

（仮称）を整備し、平成26年度の耳納北麓交流人口を

150万人にします。

久留米市の誇る耳納山系、特に高良山周辺の森林を中心

に、森林の持つ多面的な機能を活かし、市民の安らぎ憩

いの場として活用します。また、森林の複層林化を図り、

平成26年度には広葉樹の造林面積を25haにします。

本市を東西に貫流する九州一の大河「筑後川」の魅力

を活かし、川の持つ多様な機能の活用と再生を図りま

す。このため、舟運事業の実施支援や東部河川防災ス

テーションの建設に取り組みます。

国道や筑後川などの交通機能に着目し、城島町等に新市の観光情報の発

信、特産物の展示販売、休憩所などの機能を備えた施設整備を行います。

歴史の継承と地域の振興を図るため、国指定史跡である田主丸大塚古墳

を中心とした歴史公園の整備を行います。
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展望と課題

主要な取組視点

快適がデザインされたまちに2
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資料：下水道部 
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